
建設工事等に係る補助事業遂行にあたっての留意事項

補助事業遂行に当たっては、補助金の適正かつ効率的な使用が求められ

ているところであり、また、補助金という性質上その使用手続きの透明性

を確保することが重要であります。このことは 「行政及び公務員に対する、

国民の信頼を回復するための新たな取組について （平成８年１２月１９日」

事務次官等会議）及び「補助金等の再点検等について （平成９年１月１７」

日補助金等適正化中央連絡会議幹事会）においても要請されているところ

であり、特に建設工事等契約手続き等について適正性及び透明性が求めら

れているところであります （別紙ア参照）。

各学校法人におかれましては、補助金等の使用手続きの透明性の確保に

努めるとともに、財務規則等に基づく適正な契約等事務手続きにより補助

事業を遂行されているところでありますが、上記要請の趣旨を踏まえ、別

紙の事項に留意しつつ建設工事等に係る補助事業のなお一層の適正性、効

率性、透明性を確保していただくようお願いします。

〔参考〕

・ 行政及び公務員に対する国民の信頼を回復するための新たな取組につい「

て （抄）及び「補助金等の再点検について （抄 （別紙イ）」 」 ）

（別添１）



建設工事契約手続き等について

補助事業を遂行するに当たっては、その財源となる補助金等の効率的使

用が求められており、そのためには、事業実施のために締結される契約手

続きが適正になされることが必要です。このことは 「補助金等に係る予、

算の執行の適正化に関する法律 （昭和３０年８月２７日法律第１７９号）」

においても要請されているところであり、これを受け、文部科学省の交付

要綱または交付決定通知書において「補助事業遂行にあたっては、国の契

約及び支払いに関する規定の趣旨に従うこと」が明記されているところで

す。

以下、適正な契約手続き等を行うための参考例を具体的にお示しします

のでこれらの点に留意し補助事業を遂行してください。

１．契約方式、指名業者の決定方法について

補助事業にかかる契約は、適正かつ効率的になされなければなりま

せん。

そのためには、公正かつ客観的な基準による競争により契約の相手方

及び契約金額を決定する方法が妥当であり、これにより、適正性、効

率性及び透明性が確保されます。

（契約にあたっての留意点）

① 原則として、国又は地方公共団体の契約方法にならい、入札による

競争により契約の相手方及び契約金額を決定すること。

、 、② 入札によらない場合であっても 複数社から見積もりを徴するなど

より経済的な金額であること。

③ 理事会や委員会等において契約方式、指名業者などの決定を行うな

ど、一担当者の恣意的判断が介入しないようにすること。

④ 手続きの明確化を図るため財務規則等の整備についても検討するこ

と。

［参考］ 国における契約手続き（別紙ウ）

２．入札結果等の公表について

国における建設工事契約の場合、入札結果等の公表がなされていま

す。これは、建設工事に関する透明性・客観性が求められていること

から行われているものです。

補助金についても税金が使用されており、透明性・客観性が求めら

（別紙ア）



れるのは当然のことです。この事から、補助事業にかかる建設工事契

約の場合も、国における場合と同様に、入札結果を公表することが必

要です。

（公表にあたっての留意点）

① 公表内容

・競争による契約を行った場合には、全札者名及びその入札金額

・競争によらない契約を行った場合には、契約の相手方及び契約金

額

② 公表の時期

・契約の相手方及び契約金額の決定後速やかに公表

③ 公表の期間

・公表を行った年度及び翌年度

④ 公表の場所等

・補助事業者の施設内において閲覧

［参考］国における入札結果等の公表（別紙エ）

３．一括下請けの取扱いについて

建設業法においては、請負業者が当該工事について一括して他人に

請け負わせてはならない旨の規定があります。

いわゆる「丸なげ」はこの規定に違反しており、また 「丸投げ」を、

前提とした不当な金額で契約がなされる可能性もあります。

このようなことが起こらないようにするため、補助事業者は一括下請

け禁止の取扱を認識するとともに、このことについて契約書に明記し

ておくことが必要です。

（一括下請けの取扱いの留意点）

① 一括下請けは、建設業法において原則として禁止されている。

② 一括下請けを行う場合には、発注者（補助事業者）の書面による承

諾を得る必要がある。

③ 上記①及び②について契約書に明記すること。

［参考］ 建設業法の規定及び国における一括下請け禁止条項（別紙オ）

（別紙ア）



・ 行政及び公務員に対する国民の信頼を回復するための新たな取り組みについて」「

（平成８年１２月１９日事務次官等会議 （抄））

１ 補助金等の再点検について

各省庁において、地方公共団体等事業実施主体を通じた事業実施の適正化を図るた

め、所管する補助金等について、補助基準及び選定手続き等の再点検を行なうととも

に、各々の補助金等の実状に応じた透明性を確保するため、例えば、施設についての

交付決定の概況一覧を公表する等必要な措置を講ずる。

・ 補助金等の再点検について」「

（平成９年１月１７日補助金等適正化中央連絡会議幹事会 （抄））

補助金等の再点検等について

○再点検の内容

補助基準、選定手続き、建設工事契約のあり方等

○透明性の確保

運営主体の運営・財務の公正化、透明化等を図る

（別紙イ）



○
会

計

法

〔
契
約
の
方
法
〕

契
約
担
当
官
及
び
支
出

第
二
十
九
条
の
三

（

「

」

負
担
行
為
担
当
官

以
下

契
約
担
当
官
等

と
い
う

）
は
、
売
買
、
貸
借
、
請
負
そ
の

。

他
の
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除

き
、
公
告
し
て
申
込
み
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
競
争
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

前
項
の
競
争
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
者
に
必

要
な
資
格
及
び
同
項
の
公
告
の
方
法
そ
の
他

同
項
の
競
争
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
政

令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

③

契
約
の
性
質
又
は
目
的
に
よ
り
競
争
に
加

わ
る
べ
き
者
が
少
数
で
第
一
項
の
競
争
に
付

す
る
必
要
が
な
い
場
合
及
び
同
項
の
競
争
に

付
す
る
こ
と
が
不
利
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

、

、

お
い
て
は

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

指
名
競
争
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

④

契
約
の
性
質
又
は
目
的
が
競
争
を
許
さ
な

い
場
合
、
緊
急
の
必
要
に
よ
り
競
争
に
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
及
び
競
争
に
付
す

る
こ
と
が
不
利
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
随

意
契
約
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

⑤

契
約
に
係
る
予
定
価
格
が
少
額
で
あ
る
場

合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て

は
、
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指

名
競
争
に
付
し
又
は
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
予
算
決
算
及
び
会
計
令

（
指
名
競
争
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

会
計
法
第
二
十
九
条
の
三
第
五

第
九
十
四
条

項
の
規
定
に
よ
り
指
名
競
争
に
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す

る
。

一

予
定
価
格
が
五
百
万
円
を
超
え
な
い
工

事
又
は
製
造
を
さ
せ
る
と
き
。

二

予
定
価
格
が
三
百
万
円
を
超
え
な
い
財

産
を
買
い
入
れ
る
と
き
。

三

予
定
賃
借
料
の
年
額
又
は
総
額
が
百
六

十
万
円
を
超
え
な
い
物
件
を
借
り
入
れ
る

と
き
。

四

予
定
価
格
が
百
万
円
を
超
え
な
い
財
産

を
売
り
払
う
と
き
。

五

予
定
賃
貸
料
の
年
額
又
は
総
額
が
五
十

万
円
を
超
え
な
い
物
件
を
貸
し
付
け
る
と

き
。

六

工
事
又
は
製
造
の
請
負
、
財
産
の
売
買

及
び
物
件
の
貸
借
以
外
の
契
約
で
そ
の
予

定
価
格
が
二
百
万
円
を
超
え
な
い
も
の
を

す
る
と
き
。

２

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

お
い
て
は
、
指
名
競
争
に
付
す
る
こ
と
を
妨

げ
な
い
。

国における契約手続等 （別紙ウ）



（
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

会
計
法
第
二
十
九
条
の
三
第
五

第
九
十
九
条

項
の
規
定
に
よ
り
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が

、

。

で
き
る
場
合
は

次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る

一

国
の
行
為
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
。

二

予
定
価
格
が
二
百
五
十
万
円
を
超
え
な

い
工
事
又
は
製
造
を
さ
せ
る
と
き
。

三

予
定
価
格
が
百
六
十
万
円
を
超
え
な
い

財
産
を
買
い
入
れ
る
と
き
。

四

予
定
賃
借
料
の
年
額
又
は
総
額
が
八
十

万
円
を
超
え
な
い
物
件
を
借
り
入
れ
る
と

き
。

五

予
定
価
格
が
五
十
万
円
を
超
え
な
い
財

産
を
売
り
払
う
と
き
。

六

予
定
賃
貸
料
の
年
額
又
は
総
額
が
三
十

万
円
を
超
え
な
い
物
件
を
貸
し
付
け
る
と

き
。

七

工
事
又
は
製
造
の
請
負
、
財
産
の
売
買

及
び
物
件
の
貸
借
以
外
の
契
約
で
そ
の
予

定
価
格
が
百
万
円
を
超
え
な
い
も
の
を
す

る
と
き
。

八

運
送
又
は
保
管
を
さ
せ
る
と
き
。

、

、

九

国
際
協
力
銀
行

日
本
政
策
投
資
銀
行

公
庫
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第

一
条

に
規
定
す
る
公
庫
そ
の
他
特
別
の

法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
つ
て

設
立
さ
れ
た
法
人
の
う
ち
財
務
大
臣
の
指

定
す
る
も
の
と
の
間
で
契
約
を
す
る
と

き
。

十

農
場
、
工
場
、
学
校
、
試
験
所
、
刑
務

所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
生
産

に
係
る
物
品
を
売
り
払
う
と
き
。

、

、

十
一

国
の
需
要
す
る
物
品
の
製
造

修
理

加
工
又
は
納
入
に
使
用
さ
せ
る
た
め
必
要

な
物
品
を
売
り
払
う
と
き
。

十
二

法
律
の
規
定
に
よ
り
財
産
の
譲
与
又

は
無
償
貸
付
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

に
そ
の
財
産
を
売
り
払
い
又
は
有
償
で
貸

し
付
け
る
と
き
。

十
三

非
常
災
害
に
よ
る
罹
災
者
に
国
の
生

産
に
係
る
建
築
材
料
を
売
り
払
う
と
き
。

十
四

罹
災
者
又
は
そ
の
救
護
を
行
な
う
者

に
災
害
の
救
助
に
必
要
な
物
件
を
売
り
払

い
又
は
貸
し
付
け
る
と
き
。

十
五

外
国
で
契
約
を
す
る
と
き
。

十
六

都
道
府
県
及
び
市
町
村
そ
の
他
の
公

法
人
、
公
益
法
人
、
農
業
協
同
組
合
、
農

業
協
同
組
合
連
合
会
又
は
慈
善
の
た
め
設

立
し
た
救
済
施
設
か
ら
直
接
に
物
件
を
買

い
入
れ
又
は
借
り
入
れ
る
と
き
。

十
七

開
拓
地
域
内
に
お
け
る
土
木
工
事
を

そ
の
入
植
者
の
共
同
請
負
に
付
す
る
と

き
。

十
八

事
業
協
同
組
合
、
事
業
協
同
小
組
合

若
し
く
は
協
同
組
合
連
合
会
又
は
商
工
組

合
若
し
く
は
商
工
組
合
連
合
会
の
保
護
育

成
の
た
め
こ
れ
ら
の
者
か
ら
直
接
に
物
件

を
買
い
入
れ
る
と
き
。

十
九

学
術
又
は
技
芸
の
保
護
奨
励
の
た
め

必
要
な
物
件
を
売
り
払
い
又
は
貸
し
付
け

る
と
き
。

二
十

産
業
又
は
開
拓
事
業
の
保
護
奨
励
の

た
め
、
必
要
な
物
件
を
売
り
払
い
若
し
く

は
貸
し
付
け
、
又
は
生
産
者
か
ら
直
接
に

そ
の
生
産
に
係
る
物
品
を
買
い
入
れ
る
と

き
。

二
十
一

公
共
用
、
公
用
又
は
公
益
事
業
の

用
に
供
す
る
た
め
必
要
な
物
件
を
直
接
に

公
共
団
体
又
は
事
業
者
に
売
り
払
い
、
貸

し
付
け
又
は
信
託
す
る
と
き
。

二
十
二

土
地
、
建
物
又
は
林
野
若
し
く
は

そ
の
産
物
を
特
別
の
縁
故
が
あ
る
者
に
売

り
払
い
又
は
貸
し
付
け
る
と
き
。

二
十
三

事
業
経
営
上
の
特
別
の
必
要
に
基

づ
き
、
物
品
を
買
い
入
れ
若
し
く
は
製
造

さ
せ
、
造
林
を
さ
せ
又
は
土
地
若
し
く
は

建
物
を
借
り
入
れ
る
と
き
。

二
十
四

法
律
又
は
政
令
の
規
定
に
よ
り
問

屋
業
者
に
販
売
を
委
託
し
又
は
販
売
さ
せ

る
と
き
。

二
十
五

国
が
国
以
外
の
者
に
委
託
し
た
試

験
研
究
の
成
果
に
係
る
特
許
権
及
び
実
用

新
案
権
の
一
部
を
当
該
試
験
研
究
を
受
託

し
た
者
に
売
り
払
う
と
き
。

（
見
積
書
の
徴
取
）

契
約
担
当
官
等
は
、
随
意

第
九
十
九
条
の
六

契
約
に
よ
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く

二
人
以
上
の
者
か
ら
見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

国における契約手続等 （別紙ウ）



国における入札結果等の公表

１ 公表の対象

建設工事（地盤調査を含み埋蔵文化財調査を除く 、設計監理業務及び測量業務（以下）

「建設工事等」という ）とする。。

ただし、予算決算及び会計令（以下「予決令」という ）第９９条第１号、第２号又は。

第７号の規定により随意契約によることとしたもの及び予決令第９９条第１号の規定によ

り随意契約によることができる場合において、予決令第９４条第２項の規定により指名競

争に付したものについては、公表の対象としないものとする。

２ 公表の内容

（１）一般競争に付した場合

① 競争参加資格の確認を受けるために申請書の提出した業者名

② 競争参加資格がないと認めた業者名及びその理由

③ 入札者氏名及び各入札者の各回の入札金額（入札者が見積もった契約希望金額から消

費税及び地方消費税相当額を控除した金額。以下同じ ）並びに予決令第９９条の２の。

規定により随意契約によることとした場合においては契約の相手方及び見積金額（見積

者が見積もった契約希望金額から消費税及び地方消費税相当額を控除した金額。以下同

じ ）。

④ 低入札価格調査の結果（会計法第２９条の６第１項ただし書に規定するいわゆる低入

札価格調査制度に基づく調査の結果。以下同じ ）。

⑤ 予定価格等（予定価格（予定価格から消費税及び地方消費税相当額を控除した入札書

比較価格又は見積書比較価格。以下同じ ）並びに予定価格の種目及び科目別積算内訳。。

以下同じ ）。

（２）指名競争に付した場合

① 指名業者名

② 入札者名及び各入札者の各回の入札金額並びに予決令第９９条の２の規定により随意

契約によることとした場合においては契約の相手方及び見積金額

③低入札価格調査の結果

④予定価格等

（３）随意契約によることとした場合（予決令第９９条の２の規定により随意契約によるこ

ととした場合を除く。以下同じ ）。

① 契約の相手方

② 見積金額

③ 予定価格等

（別紙エ）



３ 公表の時期

（１） 一般競争に付した場合

① 記の２の（１）の①から④に掲げる事項については、落札者の決定後又は契約の相手

方の決定後、なるべく早期に公表するものとする。

② 記の２の（１）の⑤に掲げる事項については、契約の締結後、なるべく早期に公表す

るものとする。

（２） 指名競争に付した場合

① 記の２の（２）の①に掲げる事項については、指名通知後なるべく早期に公表するも

のとする。

② 記の２の（２）の②及び③に掲げる事項については、落札者の決定後又は契約の相手

方の決定後、なるべく早期に公表するものとする。

③ 記の２の（２）の④に掲げる事項については、契約の締結後、なるべく早期に公表す

るものとする。

（３） 随意契約によることとした場合

① 記の２の（３）の①及び②に掲げる事項については、契約の相手方の決定後、なるべ

く早期に公表するものとする。

② 記の２の（３）の③に掲げる事項については、契約の締結後、なるべく早期に公表す

るものとする。

４ 公表の場所

建設工事等の契約事務を担当した課において公表するものとする。

５ 公表の方法

（１） 一般競争に付した場合

記の２の（１）の①及び②に掲げる事項については参照の別紙１により、記の２の

（１）の③から⑤に掲げる事項については参照の別紙３により閲覧に供するものとす

る。

（２） 指名競争に付した場合

記の２の（２）の①に掲げる事項については参照の別紙２により、記の２の（２）

の②から④に掲げる事項については参照の別紙３により閲覧に供するものとする。

（３） 随意契約によることとした場合

記の２の（３）の①から③に掲げる事項については参照の別紙４により、閲覧に供

するものとする。

（別紙エ）



（別紙エ）

６ 公表の期間

（１） 一般競争又は指名競争に付した場合

公告又は指名の通知を行った日に属する年度及び翌年度において閲覧に供するもの

とする。

（２） 随意契約によることとした場合

契約を締結した日の属する年度及び翌年度において閲覧に供するものとする。

７ 閲覧者名簿の設置

公表の場所に参照の別紙５による閲覧者名簿を備え付け、閲覧者の氏名、住所等必要事

項を記入させるものとする。

８ 予定価格等の公表

予定価格等の公表については、当分の間、建設工事のみを対象とするものとする。



○
建
設
業
法
（
抄
）

昭
和
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日

法
律
第
百
号

（
一
括
下
請
負
の
禁
止
）

第
二
十
二
条

建
設
業
者
は
、
そ
の
請
け
負
つ
た
建
設
工
事
を
、
如
何
な
る
方

法
を
も
つ
て
す
る
を
問

わ
ず
、
一
括
し
て
他
人
に
請
け
負
わ
せ
て
は
な
ら

な
い
。

２

建
設
業
を
営
む
者
は
、
建
設
業
者
か
ら
当
該
建
設
業
者
の
請
け
負
つ
た
建

設
工
事
を
一
括
し
て
請
け

負
つ
て
は
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
元
請
負
人
が
あ
ら
か
じ
め
発
注
者
の
書
面
に
よ
る
承

諾
を
得
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

４

発
注
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
に
よ
る
承
諾
に
代
え
て
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
元
請
負
人
の
承
諾
を
得
て
、
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で

あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
、
同
項
の
承
諾
を
す
る
旨
の

通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
発
注
者
は
、
当

該
書
面
に
よ
る
承
諾
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

○
国
に
お
け
る
一
括
下
請
け
禁
止
条
項
（
例
）

第
○
条

請
負
者
は
、
工
事
の
全
部
若
し
く
は
そ
の
主
た
る
部
分
又
は
他
の
部

分
か
ら
独
立
し
て
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
工
作
物
の
工
事
を
一
括
し
て
第
三

者
に
委
任
し
、
又
は
請
け
負
わ
せ
て
は
な
ら
い
な
い
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ

め
、
発
注
者
の
承
諾
を
得
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（別紙オ）建設業法の規定及び国における一括下請け禁止条項


